
WISS2013

SuprIME: IMEによるテキスト編集機能の統合

中園 翔 増井 俊之 ∗

概要. 計算機上で様々なテキストエディタが利用されているが，システムごとに編集方法や編集機能が異
なっているのが不便である．本論文では，各国語入力のために OSに用意されている IME(Input Method

Editor)機能を利用することにより，あらゆるテキストエディタにおいて同じ操作によるテキスト編集を可
能にする方法を提案する．我々の手法を利用すると，異なるテキストエディタ上での編集操作が共通化され
るだけでなく，テキスト編集時に便利な様々な機能をあらゆるエディタで利用することが可能になる．

1 はじめに

計算機上でテキストを編集するために様々なテキ
ストエディタが利用されている．文書を作成すると
きはワープロを利用し，メールを書くにはメールク
ライアントを利用し，文字端末でのプログラム開発
には vimやEmacsを利用し，IDEを利用した開発
では付属のエディタを利用し，ネット上でテキスト
を扱うにはブラウザのテキストフォームを利用する
といったように，場合に応じて様々なエディタが利
用されている．
エディタの機能や操作体系はエディタごとに異なっ

ているのが普通である．ブラウザやワープロでテキ
ストを 1行消したい場合はマウスで行全体を選択し
てから削除キーを押せばよいが，vimでは「d」キー
を 2回タイプして消すのが普通であり，Emacsでは
Ctrl-Kキーが利用される．Emacsに慣れたユーザ
がワープロ上でも Ctrl-Kで行を消去したいと思っ
ても，そのようなカスタマイズはできないのが普通
であるし，機能拡張が可能なシステムを利用してい
る場合でも，操作体系を完全に同じにすることは難
しい．
あらゆるエディタの操作を統一することは難しい

が，様々なエディタで共通に利用できるソフトウェア
層をユーザとアプリケーションの間に置くことができ
れば，異なるエディタの編集操作をある程度共通化で
きる可能性がある．現在のパソコンには IME(Input
Method Editor) と呼ばれる文字入力機構が用意さ
れており，様々な言語のテキスト入力に利用されて
いる．IMEはエディタなどとは独立したソフトウェ
アであり，ユーザのすべてのキー入力を受け取って
各国語に変換した結果をアプリケーションに送出す
る．IMEはあらゆるアプリケーションで共通に利用
されるので，たとえば日本語入力用の IMEを利用
する場合，Emacs でもブラウザでも IDE でも同じ
操作で日本語を入力できる．IMEは一般には各国語
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入力のみのために利用されているが，テキストの挿
入/移動/削除といった編集操作も IMEが受け持つ
ようにすれば，様々なエディタ上で同じ操作で編集
を行なうことが可能になると考えられる．
このような考えにもとづき，Mac上の様々なテキ

ストエディタにおいて同じキー操作によるテキスト
編集を可能にする SuprIMEシステムを試作した．本
論文では SuprIMEの実装と利用方法について述べ，
柔軟でユニバーサルなテキストエディタの構築につ
いて考察する．

2 SuprIME使用例

2.1 日本語入力

SuprIMEは，MacRuby1で記述された日本語 IME
である「Gyaim2」に様々な編集機能を追加したも
のである．図 1は SuprIMEによる日本語入力の例
である．IMEはアルファベット以外の文字を入力す
るときだけ有効にするのが普通であるが，SuprIME
は，編集操作を行うために常に有効であることを想
定して実装した．そのため、英語入力と日本語入力
の両方が可能である．

図 1. SuprIMEによる日本語入力の例

1 RubyをMac用に拡張したもので，あらゆるMacのAPI

を Rubyから利用することができる．
2 https://github.com/masui/Gyaim



WISS 2013

2.2 ブロック移動

テキストの一部を別の場所に移動する操作はテキ
ストエディタの重要な機能のひとつであるが，エディ
タによって操作方法が大きく異なっている．たとえ
ばEmacsでテキストを移動させたい場合は，移動す
る領域をキー操作によって指定してから削除/コピー
し，カーソルを移動してからペーストするという手
順を利用するのに対し，ブラウザの編集領域でテキ
ストを移動させたい場合は，マウスで領域を指定し
た後で選択領域をドラッグして別の位置に移動する
ことが多い．このように，テキスト移動のような基
本操作でもエディタごとに操作が異なっているのは
不便であり，操作ミスをしがちであるが，SuprIME
を利用するとあらゆるエディタにおいて同じ操作で
テキストを移動することができる．
図 2はMac OSに標準登載されている「テキス

トエディット」でテキストを編集しているところで
ある．

図 2. ブロック移動前の状態

ここで Shift+↑キーを押すとテキストは図 3の
ように変化する．

図 3. Shift+↑キーを押した後の状態

図 4はブラウザ上で Google Docsのテキストを
編集しているところである．ここで Shift+↓キーを
二度押すと，テキストは図 5のように変化する．

図 4. ブロック移動前の状態

図 5. Shift+↑キーを押した後の状態

このように，あらゆるエディタにおいて Shift+
矢印キーという共通の操作でブロック移動を行なう
ことができる．

2.3 連続インデント

前述したブロック移動は，インデントを調整する
機能も備えている．プログラミングを行なっている
時だけでなく，普通のテキストを編集している場合
でも行頭の空白やタブの量を調整するインデント処
理は頻繁に行われるが，自動的にインデントを行う
エディタもあれば，コマンドを打ち込まなければな
らないものもあり，そのような調整機能を持ってい
ないエディタも多い．SuprIMEを利用すると，あら
ゆるエディタや入力フィールドでブロック移動と同
時にインデントが自動で行われる．

図 6は，Xcode上でPythonプログラムを書いて
いる例である．Xcodeは，Objective-CやRubyな
どの言語で自動インデントの機能を備えているが，
Pythonには対応していない．たとえば，図 6のよ
うなテキストに対して図 7のように移動させたいブ
ロックを選択し，Shift+↓キーを入力することで、
テキストは図 8のように変化する．
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図 6. ブロック移動前の状態

図 7. テキストを選択した状態

図 8. ブロック移動後の状態

このように，あらゆるエディタにおいて，ブロッ
ク移動を行う際に適切な空白とタブを自動で補完す
ることができる．

2.4 単語置換

多くのエディタが単語の検索/置換機能を持って
いるが，その操作方法はシステムごとに異なってい
る．例えば，コンソール上で検索と置換を行う時は
grepや sedコマンドを用いるが，多くのエディタソ
フトでは Control+Fや Command+Fが用意され
ている．

SuprIMEを利用することでこの操作を共通化する
例を挙げる．
あらかじめ割り当てたファンクションキーを押す

と，図 9のように SuprIMEの単語置換ウィンドウ
が起動する．

図 9. 単語置換ウィンドウの例

図 10のように，入力語と置換語をテキストエリ
アに打ち込み，Replaceボタンを押すと，

図 10. 置換ウィンドウに単語を入力した例

テキストは図 11のように置換される．

図 11. 単語置換後の状態

このように，あらゆるエディタ上で検索と置換が
可能である．

2.5 Dynamic Macro

Emacsでは lispプログラムでエディタの機能を拡
張することが出来るが，これらのスクリプトを IME
上に実装することで，他のエディタ上でもEmacsと
同様の拡張機能を動作させることができる．
以下に SuprIMEでDynamic Macro[7]を実現し

た例を挙げる．Dynamic Macroは，入力の繰り返
しを自動化する Emacs拡張であるが，SuprIMEで
はこれと同様の機能をRubyで実装している．図 12
のように，ユーザの入力操作が繰り返しになってい
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るとき，任意に設定したファンクションキーを押す
と，テキストは図 13のように編集される．

図 12. Dynamic Macro機能を使用する前のテキスト

図 13. Dynamic Macro機能を使用した後のテキスト

以下は SuprIMEの Dynamic Macro機能をブラ
ウザのアドレスバー上で実行した例である．図 14
のように，ユーザの入力に”abc”が繰り返されてい
るとき，任意に設定したファンクションキーを押す
と，テキストは図 15のように編集される．

図 14. Dynamic Macro機能を使用する前のテキスト

図 15. Dynamic Macro機能を使用した後のテキスト

Emacs上に実装されたDynamic MacroはEmacs
上でしか利用できないが，SuprIME上に実装された
Dynamic Macroはあらゆるテキストエディタの上
で利用することができる．

3 実装

SuprIME は MacRuby で記述された Mac 用の
IME であり，ソースが 500 行程度とコンパクトで
あるにもかかわらず，他の IME に見られない機能
を実装しており，本論文のような実験も容易である．

3.1 MacRubyによる実装

MacRuby は，Mac OS 用のアプリケーションを
開発するために拡張された Ruby 実行環境であり，
Mac OS の Objective-C ライブラリを Ruby で扱
うことが出来る．SuprIMEでは，Mac OSの IMEフ
レームワークである InputMethodKit Framework
を MacRuby から呼び出すことによって基本的な
IME の機能を実装している．

3.2 修飾キーの扱い

エディタが編集機能のために用いる，Controlや
Commandなどの修飾キーは IMEがハンドルしな
いのが普通であるが，SuprIMEでは、一部のファン
クションキーと修飾キーの入力を受け取り，共通化
されたテキスト編集操作を実現している．

SuprIME のように，修飾キーの一部をハンドル
する実装を行った場合，修飾キーの入力はエディタ
に送出されないため，エディタが同じキー入力を編
集操作の一部に割り当てている場合，それを利用す
ることは出来なくなる．

3.3 テキストデータの取得

ブロック移動やインデントの処理といったテキス
ト編集の機能を，あらゆるテキストエリアで行う
ためには，テキストエリアに入力されている全文を
IMEが取得する必要があり，InputMethodKitはこ
の機能を備えていない．SuprIME では，ブロック移
動やインデントのコマンドが入力された際に，Mac
OS に実装されている，テキストエリアの全文を選
択状態にするコマンドをAppleScriptにより送信し
ている．

Mac OSでは，多くのアプリケーションにおいて
テキストエリアは NSTextField Class のオブジェ
クトとして実装されており，この NSTextFieldに
対してテキスト編集や入力の操作を行うためのNS-
TextInput Protocolが存在する．このプロトコル
には標準の実装としてCommand+Aキーによる全
文選択の機能が備わっている．

SuprIMEでは，このキー入力を AppleScriptに
よりテキストエリアに送信することにより，テキス
トエリアの全文を選択状態にしている．SuprIMEで
は，NSTextInputの標準実装であるCommand+C
キーによる全文コピーの機能をAppleScriptにより
送信することで，Mac OSのクリップボードにテキス
トエリアの全文を保存し，それを InputMethodKit
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Frameworkが読み込むことで，テキストエリアの
全文を IMEが取得している．

3.4 実装手法の問題点

しかし，このような手法で実装できる編集機能
や，IMEとしてのパフォーマンスには問題がある．
たとえば，対象とするテキストエリア自体が NS-
TextField Classを利用していない場合や，対象と
するテキストエリアがテキストの全選択やコピーに
割り当てるキーバインドを変更している場合，テキ
ストエリアの全文を取得することが出来ない場合が
あり，SuprIME の持つ編集機能は有効に機能しな
い．また、どこまでの編集機能をエディタやテキス
トエリアから切り離し，どれだけの拡張性を持たせ
ることができるか，という点において，IMEの層で
の実装には問題がある．各国語入力のための枠組み
である IMEは，テキストエリアよりも先にユーザ
のキー入力をハンドルすることができるが，エディ
タが想定するキー入力を横取りして、エディタの機
能をを打ち消す実装になる可能性がある．前述した
Dynamic Macroの例のように、編集操作をマクロ
化して行うことは多くあるので，IMEとテキストエ
リアとの間に，テキスト編集のための枠組みを用意
し，機能拡張が容易に可能なOSとAPI設計のレベ
ルでの実装の修正が求められる．

4 議論

4.1 キー操作の統一の必要性

Xerox PARCのLarry Teslerが 70年代に発明し
た [10] 「コピー/ペースト」は現在広く普及してお
り，ほぼすべてのアプリケーションにおいて同じ操
作 3でテキストをコピーしたりペーストしたりでき
るようになっている．つまりコピー/ペーストに関し
ては 1章で述べたような問題がほぼ存在せず，ユー
ザは混乱せずに様々なアプリケーション上でテキス
ト操作を行なうことが可能になっていることになる．
コピー/ペーストの操作がこのように標準化されて
いるのに対し，テキスト移動のような処理が標準化
されていないのは問題であるが，それが大きな問題
だと認識されておらず，ユーザが様々なエディタの
使い方を覚えることをシステムが強制していること
はさらに大きな問題だといえるだろう．SuprIMEの
ような手法を利用することによってシステム全体を
統一的に利用できるようにする工夫はまだまだ重要
だと考えられる．

4.2 ユニバーサルな入力/編集

パソコンやスマートフォンで利用されている様々
なテキスト入力システムは変換方式も使い勝手も全
く異なるのが普通になっているが，POBox[6]のよ
3 Macの場合は Command-Cと Command-V

うな単純で柔軟な入力方式を利用すると，パソコン
でもスマートフォンでもほぼ共通の入力を行なうこ
とが可能になる．Gyaimはこのような思想にもと
づいて作成された IMEであるが，Gyaimを拡張し
た SuprIMEを利用すると編集操作も共通化するこ
とができるため，広い範囲の機器における入力と編
集の共通化が期待できる．

4.3 高度な文書編集補助

SuprIMEを利用すると，単純な文書編集作業が共
通化できるだけではなく，より高度な編集補助を行
なうことも可能である．たとえば，単語の言い換え
を補助するために，図 16のように類語を検索して
入力することが出来る．

図 16. SuprIMEの類語変換機能の例

図 17,18は SuprIMEの画像入力の例である．こ
こでは、「知らない」という入力語句について画像
を検索し，入力候補として表示している．画像が埋
め込めるテキストエリアであれば画像を埋め込み，
そうでなければURLが入力される．

図 17. SuprIME で「知らない」という単語を入力し
た例
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図 18. SuprIMEの画像入力ウィンドウ

SuprIMEを利用すると，このような高度なテキス
ト編者操作もあらゆるアプリケーションで共通に利
用できる．

4.4 テキスト入力/編集以外への応用

本論文ではテキストエディタに絞った説明を行なっ
たが，IMEはユーザのすべてのキー入力を直接受け
取る窓口になっているため，キー操作をテキスト編集
と関係無い仕事に割り当てることも可能である．た
とえばシステム音量や画面の明るさなども SuprIME
から制御することが可能であり，システムで用意さ
れたショートカット設定などが不要になる．

4.5 本手法の限界

IMEは，テキストエリアが実装されたアプリケー
ションとは個別に実装されているため，現在のSuprIME
の実装ではアプリケーションの内部状態によって動
作を変えたり，アプリケーションの振る舞いを制御
したりすることはできず，表に出ているテキストの
編集操作しかできない．
既存のシステム自体は変更せずに，皮をかぶせる

形で機能を拡張する手法はある程度有用ではあるが，
問題の根本的な解決が必要な場合には限界がある．
テキスト編集の場合は根本的に解決しなければなら
ない問題は多くないので，本論文の手法はとりあえ
ず有効だといえるが，根本的な解決のためには，テ
キスト入力の枠組みである IMEに加えて，各コン
ピュータがテキスト編集操作を一元化するための枠
組みを用意する必要があるだろう．

5 結論

OSに標準装備された IME機能を活用することに
より，様々なテキストエディタにおける入力/編集操
作を共通化する手法を提案した．IME機能はアプリ
ケーションから独立しているため，アプリケーショ
ン内のデータを操作することはできないが，様々な
アプリケーションにおける入力/編集操作の多くの
部分を共通化することができた．テキストの入力や
編集は計算機利用における最も重要な仕事のひとつ

であることは間違いないので，操作を簡単化/共通
化するための優れた枠組みの開発は重要な課題だと
考えられる．
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